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不発弾を３１日（日）の午前中に処理し、撤去・回収します。 

環境市民部危機管理課 

1. 趣 旨 

８月３日（日）に裾野市深良で発見された不発弾（２０３ｍｍ榴弾、信管付、炸薬なし）に

ついて、８月１９日（火）に自衛隊・警察など関係機関による「不発弾処理対策本部会議」を

開催しました。この会議の結果、市は陸上自衛隊と協定を締結するとともに、これに基づき、

８月３１日（日）の午前中に陸上自衛隊が信管の処理を行った上で、不発弾は撤去・回収さ

れることになりました。 

 

２．市と陸上自衛隊の協定（概要） 

裾野市の役割 警察など関係機関との連絡調整、処理作業完了までの周辺住民

等の安全確保など 

陸上自衛隊の役割 不発弾処理作業及び裾野市への助言 

 

３．処理計画（概要） 

方  針  市は、陸上自衛隊 東部方面後方支援隊及び関係機関と連携して、

安全かつ速やかに不発弾の信管を処理し、同弾薬を撤去・回収する。 

処 理 日 時 令和７年８月３１日（日）０８００～１２００頃 

（予備） ９月 ７日（日）０８００～１２００頃※ 

※ 気象警報の発令や震度４以上の地震が発生した場合など、対策

本部長が「延期」と判断した場合は延期になることがあります。 

処理実施機関 （主導）陸上自衛隊 東部方面後方支援隊 第１０２不発弾処理隊 

（協力）米海兵隊キャンプ富士 EOD（爆発物処理隊） 

避 難 対 象 処理現場の近傍の３家屋 

（作業場、安全距離約２５ｍ

を保持する必要のため） 

世帯数（人数） ３世帯（９名） 

避難場所 深良コミニュティ 

センター 

交 通 規 制 〇 ０９時から処理が終わるまでの間（１０時頃を予定） 

〇 市道「組合道線（２－１８）」の一部、５０ｍが通り抜け禁止 

北は「組合道線と深良保育園の西側の小道との交差点」付近～ 

南は「いちごの里」の南端付近まで 

現地対策本部 深良コミュニティーセンター（大会議室） 

取 材 等 〇 「ＪＡふじ伊豆深良」に関係者駐車場を設定 

〇 コミセン１Ｆの入口右手の「フリースペース」に記者待機室を設置 

〇 処理完了後、コミセン２Ｆの「中会議室」で記者会見の場を設定 

〇 処理現場の撮影は不許可。処理後、陸自から画像提供予定 

問い合わせ／裾野市 環境市民部 危機管理課： TEL ０５５－995－18１７ 服部・村上 


